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本௨信では、2022 年 10 月のؖ国農ړ村遺産学会との交流およびؖ国の棚田の見学の報ࠂをし、また 2022 年に農林
水産省より新たに発表された「つなぐ棚田遺産」でબ定された 271 の棚田から見える֓要についてまとめ、新たにબ定
された棚田として「高ڮの棚田」（山形ݝඌՖ୔市）を঺հする。࠷後に、農林業センサスの農業集落調査廃止問題での
棚田学会からの対Ԡについて報ࠂする。� （棚田学会ฤ集委員会）

ԫക୩ଜ஫̍の棚田（ؖࠃ
（ԫ໘ं܊ਗ਼ࢁঘೆಓܚ

黄梅山の裾に広がる雄大な
棚田（農地面積約 700ha）。
棚田での稲作の他、棚田を
転用した果樹や野菜類のハ
ウス栽培も増加の傾向にあ
る。近年は、棚田や農村の
魅力に惹かれ、農のある暮
らしを求めて、移住する都
市住民も多い。
注１　 黄梅谷は韓国語で「ツツ

ジの花の咲く所」を意味
するが、現在は村の名前
にしか残っていない。

の棚田ڮߴ
（ࢢඌՖ୔ݝܗࢁ）

宮城県との県境にある翁山
の麓の集落に約 15ha の棚
田が広がっている。耕作放
棄地の増加や高齢化をうけ
て、集落全体で農地の保全
に取り組んでいる。近年、
やまがたの棚田 20 選やつ
なぐ棚田遺産に選定され、
関心が高まってきている。
また、棚田米のブランド化
を促進させ、ふるさと納税
の返礼品として、高い人気
を得ている。
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ձͱͷަྲֶྀ࢈ଜҨړ೶ࠃؖ
理事・会長　ࢁ࿏�Ӭ࢘

̍ɽ͸͡Ίʹ
2022年 6月に、ؖ 国஧ೆ研究院のཱུ௽྽ത （࢜%S.�

:O6�)agZeol）より、ؖ国農ړ村遺産学会と棚田学
会の交流会（ܚঘೆಓ棚田フΥーラム）を開催した
い、との連絡が来た。同氏は、前会長ઍլ༟ଠ郎教
授のもとで学位を取ಘした研究者であり、棚田学会
のೋ度のؖ国棚田調査においても、たいへんおੈ話
になった人෺である。ଈ࠲に、前向きにݕ౼するࢫ
のฦ信をした。
学会として交流することを理事会に諮り、理事全

員に๚ؖر๬を問いあわせた。これらのプロセスを
経て、҆井理事と山路との 2໊で๚ؖすることと
なった。

̎ɽަྲྀのུ֓
2022 年 10 月 19 日（水）　佂山ۭߓண。:O6ത

࢜のおܴえでܚঘೆಓີཅ市に移動。LEE 会長等と
意見交׵。
10月 20 日（木）　ऴ日ɿόスにて現地見学（16

໊）。ᄎཅ܊അ઒面の棚田、ஐҟ山をྟむ棚田、Τ
ΰマാ見学、ன৯後、山ਗ਼܊へ移動。集会所にてチϣ
ルス村棚田、ԫക୩村棚田の保全会代表者の話をう
かがう。佂山大学ߍ ŋ+EON( 氏による研究発表。
ԫക୩棚田ల๬୆、ԫക୩棚田。
10月 21 日（ۚ）　ޕ前ɿܚঘೆಓ棚田フΥーラ

ム（໿ 25໊）。開会ѫࡰ（LEE・山路）、PA3,
�+in-
8ook「ܚঘೆಓの棚田の現状と保全活動」、҆井
一ਉ「日本における棚田の現状と保全活動」、:O6�
)agZeol「ؖ国農ړ村遺産学会の現状」、山路Ӭ司「日
本棚田学会の঺հ」、౼論。
。後ɿ྆学会の交流方向についての࠙ஊޕ
Ҏ上で交流はऴྃし、山路・̓ 井は佂山市へ移動。

コロナՒ下で佂山・੒田を結Ϳศはि 3ศに減ศ
されていたため、10月 23日（日）にؼ国した。

ϑΥʔϥムऴྃޙのू߹ࣸਅ

̏ɽؖࠃ೶ړଜ遺産学会のઃཱ·Ͱ
2006 年 6月 15-18 日　,*.
�Taegon 氏らが棚田
学会見学会を受け入れ、日ؖ棚田セミナーを開催。
ʦ棚田学会௨信第 20߸、Q.3ʧ
2008 年　ؖ国棚田研究会のઃ （ཱ会長ɿ,*.氏）。
2009 年　第 15 回全国棚田（ઍຕ田）サミット
ˏे日ொ市に参加。東๺アジア棚田国際シンポジウ
ム開催（棚田学会からも参加）。
2012 年　ؖ国農林部から研究会に農業遺産制度
ಋ入のための政ࡦ研究のґཔ。
2013年 1月 24日　ؖ国農業村遺産学会૑ （ཱ改
૊）（ॳ代会長ɿ:OON
�8on�,eVn 氏）。ઃཱ目的
を「農ړ業・農ڕ村のެӹ的なՁ஋を࠶発見し、そ
のՁ஋を保全・؅理するための研究活動」とする。
ઃཱ後ではあるが、2013 年 10 月　棚田学会༗
。による੨山島グドルジャン棚田見学を受け入れࢤ
ʦ棚田学会ࢽ 15߸、QQ.84-87ʧ

̐ɽؖࠃ೶ړଜ遺産学会のߏ੒ͱ׆ಈ
ؖ国農ړ村遺産学会は、ؖ国農林ச産৯඼部をڐ
Մ機関とする社団法人であり、多くの事業をखがけ
ることができる૊৫である。ओな事業として、農ړ
業 ŋ農ړ村遺産関連の学術的会合、農ړ業 ŋ農ړ村
遺産関連の学術ࢽおよび図ॻの刊行、農ړ業 ŋ農ړ
村遺産関連の国際学術交流、農ړ業 ŋ農ړ村遺産の
保全活動、そのଞ学会のઃཱ目的をୡ੒するための
事業、がڍげられている。
学会૊৫としては、学会長 LEE
�:oo-+ick 氏（第
ೋ代会長はLEE
�#ZVng�,i氏）、෭学会長O)�$Ioong-
)Zeon 氏、ސ問 2 ໊、総務委員会、学術委員会、
国際交流委員会、対֎交流委員会等をઃஔしている。
会員਺は໿ 100 ໊、理事 25໊。
学術活動として、研究活動（調査報ࠂॻ 、（࡭8
出൛活動（4࡭）、国内֎学術活動（ຖ年セミナー、
シンポジウムを開催）をおこなっている。農業遺産
発۷とࢦ定支援活動として、国家農業遺産 ,*A)4
諮問委員会活動、ੈք農業遺産 (*A)4 定のためࢦ
の支援活動、農業遺産地域におけるϞニタリング活
動をおこなっている（ओに :O6ത࢜の講演より）。

̑ɽޙࠓのަྲྀのํੑ޲ʹつ͍ͯ
日ؖの学会の໊শはҟなるが、いずれも棚田・棚
田地域の調査や支援をおこなっている団体であり、
また྆国の農業事情のྨੑࣅ（高ྸԽ、௿自څ཰）、
中山間地域の課題のྨੑࣅをؑみ、交流を開࢝する
（続ける）方向が合意された。
交流の内容や方法については、今後、ϝールやオ
ンライン会議等で意見交׵する。
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ࠂใֶݟঘೆಓͷ୨ాܚࠃؖ
報告者　҆Ҫ�Ұਉ

2022 年�ؖ国農ړ村遺産学会・日本棚田学会交流
会に参加したં、ܚঘೆಓの棚田を見学する機会を
ಘたので、その֓要を報ࠂする。　

̍ɽ�ถ࡞Γ͕෮͍ͯ͠׆Δ棚田（ᄎཅ܊അ઒໘౎
അଜ）
ஐҟ山の੄にある棚田（ࣸਅ 1）。かつてこの棚
田の総面ੵは 12Ia あったが、地域の過ૄԽ、農家
の高ྸԽ、稲作のӦ農的困難ੑなどにより、長年に
わたり棚田の耕作์غが増加してきた。
その一方、現在は都市で฻らすこの村出਎の੨年
5໊が、ふるさとの棚田の現状にة機感を๊き、農
作業受ୗ૊৫をཱち上げて、国のॿ੒を受けながら
਺年前から棚田をकるためにถ作りを࢝めた。

ࣸਅ �ɹ棚田Ͱのถ࡞Γ͕෮͍ͯ͠׆Δ

現在、ถ作りに取り૊んでいる面ੵは໿ 10Ia。
੨年たちは、ओに耕ى・代ૡき、田২え、稲מりな
ど大ֻかりな作業を担当し、水؅理やܣ൞の૲מり
など、日ৗ的؅理作業は各農家が行う。ऩ֭したถ
は全ྔ、農家が受け取る。
棚田の稲作にಛԽした国のॿ੒はॳめての試み
で、ඞ要経අの 70� がॿ੒される。ॿ੒ۚは総ֹ
໿ 200 ສԁ（日本ԁࢉ׵）で、੨年૊৫が 70ˋを
受け取り、࢒りの 30ˋが各農家に෼配される。　　
この制度は、棚田の෮活だけでなく、村出਎の੨
年がふるさとに目を向けるܖ機となることにも意ٛ
があると感じた。

̎ɽ�೶の͋Δ฻ら͠の棚田ूམ（ᄎཅ܊അ઒໘౎
അଜ）
同じഅ઒面都അ村の中でも、地域の中৺部に位ஔ

し、交௨のศがよいެಓに面した棚田では、都会で
の฻らしをऴえてڷཬに໭る人や田ࣷ฻らしにಌれ
都会から移住する人たちが、自෼の住୐をݐて、「農
のある฻らし（自୐周ลの田ん΅やാで自څ的農
業）」をしている集落もある（ࣸਅ 2）。

ࣸਅ 2ɹ೶の͋Δ฻ら͠の棚田ूམ

この෩ܠがৢし出すงғؾには、日々の฻らしの
҆ら͗が感じられ、農家とඇ農家のࠞ住Խが進む日
本の棚田地域の活ੑԽの参ߟになると感じた。

̏ɽࢁਗ਼ं܊ԫ໘ԫക୩ଜの༤大な棚田
ಛઃされたల๬୆からのோめはૉ੖らしい（表紙
のࣸਅ）。ల๬୆から一度に全๴を見ることはでき
ないが、総面ੵは໿ 700Ia というن໛におよͿ。
ঘೆಓが推進している「2022ܚ 棚田地域ݯࢿԽ
事業」に、地ݩ農家で૊৫する「ԫക୩生໋฻らし
Ӧ農૊合法人」がબばれ、棚田の෮ݩ・保全に関す
る多༷な活動の΄か、਌ڥ؀農法（༗機農業、ແ農
ༀ࠿ഓ）を行なっている。Ӧ農૊合は都市住ຽを対
象にした「ถ作り体ݧ」も実ࢪし、2022 年の参加
者は、Ԇ΂ 2000 ໊にୡしたという。参加のΩッカ
έは l ふるさと棚田 z のネットࡧݕが多い。参加අ
は 1000 ～ 3000 ԁ（日本ԁࢉ׵）で、田ん΅の
10 ～ 20m2 でถ作りを体ݧし、ऩ֭したถ 10kg
をもらうことができる。
日本の農業事情にも詳しいۚହࠕ氏（ؖ国農業経
研究院）によると、ؖ国の農地法は日本より؇やࡁ
かで、都市住ຽが農村地域で農地をआりたりߪ入し
たりしてখن໛農業を࢝めるのは、それ΄ど難しく
ない。
だが、それͧれの地域の伝統やܠ観にそぐわない
住୐のݐઃが少なくない（表紙ࣸਅ中ԝ部のϞμン
な住୐がݐちฒͿ集落）。
その一方、伝統的な༷式でݐ෺をकり続けている
集落もある（ࣸਅ 3）。
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ࣸਅ 3ɹ఻౷తな༷ࣜのݐ෺Λक͍ͬͯΔूམ

また、別の集落では棚田をՌथԂや໺࠿ྨࡊഓ༻
ϋウスにస༻するなどの事ྫも多いということで
あった（ࣸਅ 4）。

ࣸਅ �ɹ棚田͔らՌथԂ΍໺࠿ྨࡊഓϋウε΁の
స༻͕໨ཱつूམ

「農地法で新ஙするݐ෺や農地స༻のن制をݫし
くすると耕作์غ地の֦大要Ҽともなり、政ࡦの଩
取りが難しい」という説明には大きくᰐかされた。
ঘ、ؖ国の棚田地域のฏۉ的農家૾は、年ྸ 65

Ҏ上、耕作面ੵは໿ࡀ 0.3Ia であり、農業経Ӧはݫ
しく、定年ؼ農や移住により、ถ作りを生業にする
人は΄とんどいない（できない）そうである。

̐ɽ೔ؖ྆ڞʹࠃ௨͢Δ棚田஍Ҭの՝୊
棚田の見学中に交わされる会話の中に、人口減少、

過 ・ૄ高ྸԽ、農業後継者ෆ଍、ถのফඅ減、都市・
農村交流、ถ作り体ݧ、ふるさとؼ村・移住など、
日本でも話題になる事項が多いことにڻいた。
それらの事項をཏྻするとҎ下のようになる（ؼ

国後にࡧݕした情報を含む）。

˔྆国のক来人口　
人口のϐークɿ日ʹ 2011 年　ؖʹ 2020 年
ฏۉण໋（2019）日ʹ84.26ࡀ83.30ʹؖ　ࡀ

合計ಛघ出生཰（2020）日ʹ 1.34　ؖʹ 0.84
　これらの情報から、྆国の少ࢠ・高ྸԽはこれ
からも長年にわたって続くと予ଌできる。
　ঘ、日本と同༷、ؖ国の棚田（農村）地域の過
ૄ・高ྸԽも໿ 30年前から進んでいるという。
˔国土に઎める農地面ੵ（2019）ɿ
　日ʹ 11.6�　ؖʹ 16.3�
˔農林ړ業ब業者཰（2019）ɿ�
　日ʹ 3.4�　ؖʹ 5.1�
˔農林水産業国内総生産（(%P に઎めるׂ合�
2020）ɿ日ʹ 1.07�　ؖʹ 1.83�　
˔৯ྉ自څ཰（カロリーベース�2018）�
　日ʹ37ˋ　ؖʹ35�（ถは྆国とも90�Ҏ上）
˔ถのফඅྔの推移ɿ
　日ʹ 118.3kg/ 人 / 年（1962）ɣ 50.8kg（2022）��
　ؖʹ 135.6kg/ 人 / 年（1979）ɣ 56.7kg（2022）
˔ए者ੈ代や都市住ຽの農業・農村への関৺ɿ
ۙ年高まりつつあり、農村部への移住者も増加
向܏
上ड़のように、զが国とڞ௨する話題が多く、ؖ
国も同༷な課題に直面していることを実感した。

̑ɽ৯ྉ҆શอোͱ棚田
日ؖ྆国ともઌ進޻業国として、ੈքにその地位
をཱ֬している。だが、྆国とも産業としての農林
水産業の地位はܾして高くない。
֐ࡂ象ؾ変動によりੈք各地で多発するܹਙީؾ
に加え、ۙ年の国際情੎はۓுの度を増している。
もし、アジア地域でෆଌの事態が発生すると、シー
Ϩーンはࠞཚし、ੈքの෺流໢は機能ෆ全にؕるだ
ろう。そのような事態になったとき、৯ྉ自څ཰の
௿い国や地域が࠷ॳに直面するのは、「৯ྉ඼のՁ
֨高ಅ」、続いて「৯ྉෆ଍（流௨ྔやඋ஝ྔの減
少により、おۚを෷っても、৯΂෺がങえない）」
という社会のࠞཚであるとࢥわれる。
だが、どのような事態にؕっても、ࢲたちはຖ日

「৯΂෺を৯΂ない」で過͝すことはできない。
現在、྆国ともถの自څ཰は 90� Ҏ上を保って
いるが、ถҎ֎のࠄ෺の༌入が困難な事態になった
場合、国ຽがཔるのはถだろう。だが、現在のถの
生産ྔだけでは、国ຽのඞ要なカロリーを࿫えない
のは明നである。国家の৯ྉ҆全保োという観఺か
らも、水田稲作の重要ੑを๨れてはならない。
ถはഴྨとൺ΂ると、人口ැཆ力が高い。日ؖ྆
国をはじめถをৗ৯するアジア・Ϟンスーン地域に
おける཮地の面ੵは、地ٿの཮地面ੵの໿ 15� に
過͗ないが、そこで฻らす人々のׂ合は、ੈք人口
の໿ 50� にもなる。この人口ැཆ力を支えている
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のは「ถのఈ力」である。
日ؖ྆国だけでなく、ੈքの৯ྉ҆全保োをߟえ
るうえでも、持続Մ能なݯࢿ॥ܕ؀のถ作りをकり
続けなければならない。
྆国の交流による࠷新情報と現状認ࣝのڞ༗は࠷
重要テーマであるが、ถをΩーϫードにしたアジア・
Ϟンスーン地域との交流֦大も大きな意ຯを持つに
ҧいない。
զが国では、Ӧ農ن໛の֦大、大ن໛農業者・農
業法人への農地の集ੵ、生産コストの࡟減などによ
るޮ཰的な農業経Ӧが政ࡦ的に進められている。ま
た、৯ྉのڅڙについては、国内生産・༌入・උ஝
のదਖ਼な૊み合わせが土୆となっている。これらの
政ࡦはとても重要で、൱定するものではない。だが、
都市住ຽの家ఉࡊԂなども含めたখن໛家଒農業な
ど、ن໛にこだわらない多༷な農業の重要ੑも๨れ
てはならない。また、都市住ຽ（৯ྉのফඅ者）が
棚田でのถ作りを体ݧすることの意ٛは大きい。そ
れが、都市住ຽの農業理解、関係人口の増加、棚田
の維持・保全、棚田地域の活ੑԽなどにܨがると期
଴できるからである。
この度の๚ؖでは、ཥ会長をはじめ、多くの方々
におੈ話になり、新たな知ݾもಘた。これをܖ機に、
྆国の交流がさらにਂまることを੾にئっている。

ͭͳ͙୨ాҨ࢈ͷಛ௃
棚田学会編集委員　େᖒࢤܒ�

1999 年の「日本の棚田ඦબ」から 23 年経ち、
2022 年には農林水産省から「つなぐ棚田遺産」が
発表され、一つのΤポックとなった。今回のಛ௃の
一つは、ඦબ時の 134 地区から 271 地区にഒ増し
たことであろう。「棚田」をΩーϫードとした地域
活動の޿がりを見て取ることができる。農林水産省
の)Pには、認定棚田の個ථが掲載されており、そ
れͧれの地域の֓要を知ることができる。今回、そ
の情報を༻いて؆単な෼ੳを行い、そのಛ௃につい
てまとめてみた。
全国的な෼෍では、高ີ度にあるのは۝भの中ԝ
山地周ลٴび長࡚ݝ、新ׁݝのڕপٰྕ、和Վ山ݝ
の山間地である（図ݝݿびฌٴ 1）。全体に西高東
௿の܏向は、前回のඦબ時と変わらない結Ռである。
また、関東、東๺๺部、๺ւಓでは、ີ 度がബくなっ
ている。

㸸ᅵᆜ 㸸▼✚ࡳ

㸸▼✚࡜ࡳᅵᆜ

ਤ �ɹೝఆ棚田の෼෍ٴͼ๏໘छྨ
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まず、認定棚田の໊শにண目した（図 2）。当વ
であるが、「˓˓棚田」がѹ౗的に多く、計 220 地
区で 80.9ˋを઎めている。棚田の別শでもある「ઍ
ຕ田」は意֎と少なく、9地区で 3.3ˋに止まって
いた。今回、ෳ਺の棚田をแׅして「˓˓棚田܈」
として認定するものが௥加されており、25 地区の
9.2ˋとなっていた。棚田やઍຕ田Ҏ֎の໊শは、
地区໊のみをףするもの、「だんだん田」「ஈ々ാ」「ඦ
ຕ田」「石֞田」等で 18 地区（6.6ˋ）であった。
棚田Ҏ֎にも多༷な໊শでݺばれ、਌しまれている
ことがӐえる。

220

9

25
18

N=272(」ᩘ1௳)

棚田

༓ᯛ田

棚田⩌

௚ࡢࡑ

㸦ᆅ༊ྡཬࢇࡔࢇࡔࡧ田ࠊ
ẁࠊ⏿ࠎⓒᯛ田ࠊ▼ᇉ田ࠊ
᪂田ࠊỈ田ࠊࡰࢇࡓࠊ▼ᇉ
ᮧ➼㸧ࡢ

ਤ 2ɹೝఆ棚田の໊শ۠෼

࣍に、法面の状態である。個ථには土ᆄか、石ੵ
みか、あるいは྆方かの情報も載っているので、そ
れをઌの全国෼෍図（図 1）でもࣔしてある。地区
別（認定਺の少ない東日本は 1つにまとめ、認定
਺の多いߕ信ӽは中部とはಠཱして集計）でのׂ合
をࣔしたのが、図 3である。土ᆄのみの棚田が西
に行く΄どׂ合が௿下し、石ੵみのみからなる棚田
は中部から高いׂ合となり、西に行くに連れてׂ合
がඍ増する܏向が見られている。
一方、྆方のタイプがࠞじるෳ合ܕの棚田もൺֱ

的多く、全国で計 74地区（27.3ˋ）が認められて

いる。このෳ合ܕの棚田は、ۙـより西でׂ合が高
くなり、ۙـ、中国・࢛国、۝भで、それͧれ
40ˋ前後を઎めていた。なお、石ੵみの๺ݶは、
山形ݝඌՖ୔市のෳ合ܕの棚田であった。
このように、ᶃ東日本とߕ信ӽではྨࣅしたߏ੒
ׂ合をࣔし、土ᆄܕがѹ౗的（90ˋ前後）に多い
こと、ᶄ中部では土ᆄܕが未だ多い（໿ 60ˋ）も
のの、石ੵみも一定਺（石ੵみのみは໿ 20ˋ）認
められるようになること、ᶅۙٴـび中国・࢛国で
は྆タイプのෳ合ܕも含め、土ᆄと石ੵみが֓ね
൒々程度となること、ᶆ۝भでは石ੵみのみからな
る棚田が୎ӽする（໿ 40ˋ）が、土ᆄのみの棚田
も一定਺（໿ 20ˋ）あること、等が明らかになった。
「遺産」とは、「ઌ人たちが遺した༗形・ແ形のも
の͝と」という意ຯがある。その遺産である棚田を
఺とした活動が、日本のあちこちでల開されていڌ
る༷が改めてྃ解され、それがԿよりもخしいので
ある。

೶஍͸ूམͷឺ
中刈村づくり実行委員会　棚田部会　େ؏ت�඙

高ڮの棚田がある中מ集落は、ઇとすいかとՖּ
のொをΩャッチフϨーζにしている山形ݝඌՖ୔市
の東部に位ஔするށ਺ 24 。のখさな集落であるށ
にあるԧ山の࿢のඪ高ڥݝとのݝ৓ٶ 250mの集
落は、ੵઇが 2～ 3ϝートルにもなる߽ઇ地ଳで
あり、ਂ山では、ੵઇが 4～ 5ϝートルにもなり
ブナ林から流れ出る๛෋なਗ਼水が棚田を५し、ྑ৯
ຯถが生産されている。
しかしながら、ฏ場の農地のようにะ場੔උがさ
れていない未੔理地区であり、過ڈにՏ઒の൙ཞが
石が多く୔田は࣪地ଳでؠ、きた土地であるためى
ാ地にもできない農地が多い。൒ੈلにわたる減൓
政ࡦに加え、少ࢠ高ྸԽがഥंをかけ棚田のߥ廃農
地が増加܏向にあった。そこで、耕作์غした農地
には、コスϞスやώマϫリなどのܠ観作෺を২え、
フラϫーロードとして࠼りを見せている。現在でも
土ثが出土するこの棚田は、߱Ӎ時の国土保全にد
༩するμムとしての機能を持ったり、ドジϣウやカ
Τル、খௗ、ر少২෺などの保全に౒めたりするな
ど大きな役ׂを担っている。つまり、棚田は、ڥ؀
保全のみならず、生෺多༷ੑ保全の上でも重要なଘ
在となっている。

ਤ 3ɹΤϦΞผの๏໘छྨׂ߹
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ࣸਅ �ɹͨ͠غ์࡞ߞ೶஍ʹ࡞؍ܠ෺Λఆ২

高ྸԽと人口減少、ߥ廃農地の増加が進む中、集
落の活ੑԽに棚田の新たなՁ஋をٻめؾݩでָしい
集落作りを࢝めた。農地をकるために年࣍計ըを作
੒し、༻水路や農ಓの੔උ、ௗ्ඃ֐対ࡦ、定期的
な૲木のמ෷いなどを集落全体で行っている。ଞに
も、棚田のऩ֭ࡇや棚田のグラウンドΰルフ大会、
プロのチΣリストやόイオリニストをটいての棚田
コンサート等を開催した。また、集落を題ࡐとした
フΥトコンテストには、ଞ市ொ村からのԠืも多਺
あり੝り上がりを見せている。Ն6）ق～ 9月）に
は、棚田周ลに 1
000 個Ҏ上のガーσンライトを
ઃஔし、໷の棚田の෩෺ࢻとなっている。ౙはઇま
つりとশしてՖ火を上げたり、イルミネーシϣンを
ઃஔしたりする等、す΂て住ຽのख作りによるイベ
ントを実ࢪしている。イベントには、ଞの集落の方
も参加してくれるようになり棚田をഔհとして集落
のឺがਂまり、খさな山ཬの村も自વにғまれָし
いものである。

ࣸਅ 2ɹౙ͸ΠϧϛωʔシϣンΛઃஔͯ͠
ઇ·つΓΛ։࠵

ྩ和ݩ年度には、棚田ถのブランドԽをଅ進させ
るため、地区で࠿ഓした棚田ถをふるさとೲ੫のฦ

ྱ඼として集ՙを࢝めた。申込݅਺も年々増加し、
りݶしいخっては受෇を止める΄どになりࢸ年にࡢ
である。棚田のଘ在意ٛや取りרくڥ؀を 1人で
も多くの方に理解してもらう上で重要な取り૊みの
一つであるとߟえ、今後も続けていきたい。
全国に਺多くある棚田は大きな৯ྐ生産ࢪઃであ
るとࢥうが、山間部の農業経Ӧをߟえると各छ交෇
ۚによるۚࢿ援ॿだけではݶքがある。ۙ年、棚田
への関৺が高まっており、ྩ和ݩ年には棚田地域振
興法がࢪ行され、ྩ和 4年にはつなぐ棚田遺産に
બ定いただいた。農業政ࡦとともに棚田を取りרく
実態と৯ྉ自څ཰の大੾さを知っていただきたいと
。うࢥ
棚田をकることが、集落をकることにつながると
信じて日々ਫ਼進し、農地と集落の保全に౒めていき
たい。

202�年೶ྛۀηϯαεʹ͓͚Δ
೶ूۀམௐࠪഇࢭ໰୊ͱ୨ాֶձͷରԠ

棚田学会編集委員・評議員 �୎໵ޱڮ
（明治大学農学部・2025年農林業センサス研究会委員）

農林業の現状を把握するために、ۙ年、̑年おき
に実ࢪされている国の基װ統計である「農林業セン
サス」の֨ࠎの 1つである「農業集落調査」を廃
止するという農林水産省の案が、農林業センサスの
あり方をݕ౼する「農林業センサス研究会」の第 1
回会議（2022 年 7月 28日開催）でࣔされました。
その際、委員からは൓対意見が出されましたが、第
2回（9月 22 日開催）でも廃止方針は変わらず、
そのような事態を受けて、農業集落調査継続のॺ໊
活動が行われ、研究者を中৺とした 1131 චのॺ໊
が11月9日に農林水産省に提出されました。また、
9月から 11 月にかけて、े਺の学会・団体から、
廃止方針をߟ࠶し調査の継続をٻめる意見ॻ・ア
ϐールなどが出されました。これらのಛ௃は、農学・
林学関係の学会などにཹまらず、ྺ࢙学、地理学、
社会学など、෯޿い学問෼໺から੠がڍがったこと
です。
棚田学会も、10月 8日開催の第 162 回理事会で
の議論を౿まえ、ྩ和 4年 10 月 14 日෇で学会長
໊で「2025 年農業集落調査に関する意見ॻ」を農
林水産大ਉѼに提出しました。「農業集落調査は、
国および地方における農村振興の行政やそれを支え
る学術研究の重要な基൫になっているもの」とࢦఠ
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■ �2023（令和 5）年度棚田学会シンポジウムのお
知らせ

◇日時　2023 年 8月 26日（土）13:30 ～ 17:00
◇会場　東京大学農学部中島董一郎記念ホール
◇発表形式　対面発表＋web 配信
◇�開催テーマ　「棚田地域への移住・定住の試み　
―地域おこし協力隊の活躍とアフターコロナにお
ける棚田の未来―」
◇基調講演　図司直也氏
　　　　　　（法政大学現代福祉学部教授）
◇パネリスト　
　嵩和雄氏（國學院大學観光まちづくり学部准教授）、
　多田朋孔氏（NPO法人地域おこし代表理事）、
　佐々木理沙氏（うきは市役所
　　　　　　　　うきはブランド推進課係長）
なお詳細および申し込み方法等は、改めて会員へ
郵送および棚田学会ホームページに掲載します。

■つなぐ棚田遺産情報
「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ」は
2022 年 3 月に 271 地区が認定されましたが、た
だ認定するだけでなく、関連する事業もおこなわれ
ています。オフィシャルサポーター制度は認定前か
ら周知され、現在 35社・団体が登録されています。
2022 年度には、オフィシャルサポーターと棚田地
域とのマッチングイベントがおこなわれ、また、各
地域で棚田地域をサポートする企業等への感謝状の
贈呈もおこなわれました。
今年度（2023 年度）も、農林水産省からの情報
では、感謝状の贈呈、オフィシャルサポーターとの
マッチングイベント、棚田カード・棚田めぐりマッ
プ第 3弾の発行、「つなぐ棚田遺産」ガイドブック
の刊行等が予定されています。
学会員のみなさんが各棚田地域での保全活動に参
加される際には、これらの情報もお伝えいただけれ
ば幸いです。

し、「棚田学会は、耕作者、支援者、NPO法人、地
方自治体、研究者等と連携し、中山間地域等の農業
振興・農村振興を支援する活動を続けてきたものと
して、農林水産省に対し、調査方法の改善等により
実質的に農業集落調査が継続されるよう提言」した
ものです。
その中では、「農村の基本単位である集落につい
ては、集落機能の維持が困難な地域が増加する一方、
新しいコミュニティづくりが進む地域も増え、個々
の農業集落の動向から目が離せない重要な時期にあ
ります。また、人口減少下における新たなコミュニ
ティのあり方なども提言されているところです。こ
うしたことから、調査方法や調査項目の改善などを
含め、個別の農業集落の活動実態を把握する調査を
継続していただきたい」ということを訴えています。
意見提出後、農林水産省担当部局より連絡があり、
11 月 29 日（火）に菅家秀人統計部長より山路学
会長に対して、廃止したい理由のさらなる説明がオ
ンラインでありました。棚田学会としては「状況は
理解するも廃止は承服しかねる」と申し入れました。
その後、農業集落調査廃止問題は、農林業関係の
専門紙のみならず、一般紙でも多くとりあげられ、
また、国会（参議院農林水産委員会）でも議題とし
て取り上げられるなど、大きな話題となりました。
そのような経過の中で、廃止方針そのものは撤回さ
れることになりました。その後は、調査対象や集計
方法に難がある提案が出されて、農林業センサス研
究会での議論は紛糾しましたが、結局、調査体系を
変えつつ調査内容自体は 2020 年と全く同じもので
継続される方針となりました。今後、総務省の統計
委員会に諮問され、答申がなされる運びとなってい
ます。

事務局ニュース
■ 2023（令和 5）年度棚田学会大会のお知らせ
◇日程　2023 年８月 26日（土）
◇会場　東京大学農学部中島董一郎記念ホール
　　　　（東京都文京区弥生 1-1-1）
◇プログラム
　10:30 ～ 11:30　棚田学会総会
　11:30 ～ 12:00　石井進記念棚田学会賞授賞式
　12:50 ～ 13:20　棚田学会賞受賞講演
　13:30 ～ 17:00　シンポジウム
　17:15 ～ 18:45　交流会
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